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2026 年 9 月 16 日 

三菱ＨＣキャピタルエナジー株式会社 

九電みらいエナジー株式会社 

株式会社エンブルー 

 

三菱ＨＣキャピタルエナジー、九電みらいエナジーおよびエンブルーが 

千葉県長柄町の営農型太陽光発電事業に共同出資 

～大豆栽培と再エネ発電の両立をめざす 3 社共同の初号案件～ 

 

三菱ＨＣキャピタルエナジー株式会社（代表取締役社長：木原英一、以下「三菱Ｈ

Ｃキャピタルエナジー」）、九電みらいエナジー株式会社（代表取締役社長執行役

員：三根浩二、以下「九電みらいエナジー」）および株式会社エンブルー（代表取締

役：三浦洋之、以下「エンブルー」）はこのたび、営農型太陽光発電事業※を行う合同

会社ぼうそうソーラーシェアリングを設立しましたので、お知らせします。 

 

同社は、初号案件（以下「本事業」）として千葉県長生郡長柄町にて開発を計画して

おり、2027 年春頃の商業運転開始を予定しています。 

 

本事業における営農は、営農型太陽光発電に関する豊富な知見および実績を有する千

葉エコ・エネルギー株式会社のグループ会社である株式会社つなぐファームが担い、太

陽光発電設備の下部農地で大豆を栽培する予定です。発電事業者と営農者が連携し、農

業を継続しながら再生可能エネルギーによる発電を行うことで、農地の有効活用および

農業と再生可能エネルギー発電の両立をめざします。 

 

三菱ＨＣキャピタルエナジー、九電みらいエナジーおよびエンブルーは、本事業を通

じて営農型太陽光発電に関する知見を蓄積するとともに、株式会社つなぐファームをは

じめとする関係者と連携し、持続可能な農業および再生可能エネルギーの導入拡大に貢

献してまいります。 

 

※営農型太陽光発電事業：農地に太陽光発電設備を設置し、その下部で農業を継続する

取り組み 
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■事業会社の概要 

新会社名 合同会社ぼうそうソーラーシェアリング 

所 在 地 東京都千代田区神田須田町１丁目２４－５ＴＨＥＣＲＯＳＳ神田５階 

設 立 2025 年 4 月 1 日 

事業内容 営農型太陽光発電事業 

代 表 者 代表社員 三菱ＨＣキャピタルエナジー株式会社 

職務執行者 菊池遼太郎 

出 資 者 三菱ＨＣキャピタルエナジー株式会社、九電みらいエナジー株式会社、株

式会社エンブルー 

 

■三菱ＨＣキャピタルエナジーについて 

三菱ＨＣキャピタルエナジーは、国内で太陽光発電を中心とした再生可能エネルギー

発電所の開発やその管理、運用を手掛け、FIT 制度を活用した太陽光発電事業や Non-

FIT の PPA 事業を展開し、稼働済持分容量 768MW*1 の発電所を保有するとともに、経

済産業大臣から長期安定適格太陽光発電事業者の認定を受け、太陽光発電の長期安定電

源化に取り組んでいます。 

*1 2026 年 3 月末時点の DC 容量 

 

■九電みらいエナジーについて 

九電みらいエナジーは、“みらいを拓く、世界有数のグリーンエネルギー企業”となる

ことを目指しています。主要な再エネ 5 電源（太陽光・風力・バイオマス・地熱・水力）

を保有する国内唯一の再エネ事業者であることの強みを活かし、多様化するお客さまや

社会のエネルギーニーズに積極的に対応しながら、再エネの普及・拡大に貢献してまい

ります。 

 

■エンブルーについて 

エンブルーは、太陽光発電所を中心に、再生可能エネルギー施設の開発事業を全国

で展開しています。なかでも営農型太陽光発電に注力しており、現在およそ100基を

自社発電所として運営しています。今後は、FIT制度に依存しない太陽光発電所に加

え、系統用蓄電所の開発にも取り組み、再エネの普及拡大を通じて、クリーンで安価

な電力の安定供給に貢献してまいります。 

 

■本件に関するお問い合わせ先 

三菱ＨＣキャピタルエナジー株式会社 企画部 

〒100-6525 東京都千代田区丸の内 1 丁目 5 番 1 号  

TEL：03-6865-3096 

 

九電みらいエナジー株式会社 総務部広報担当 

〒810-0022 福岡県福岡市中央区薬院 3－2―23 KMG ビル 8 階 

TEL：080-4429-7364 

 

株式会社エンブルー 管理部 

〒101-0041 東京都千代田区神田須田町１丁目２４－５ＴＨＥＣＲＯＳＳ神田５階 

TEL：03-6272-9517 

 

以 上 


